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To : RIKEN TECHNOS CORPORATION
化　学　物　質　含　有　情　報　シート　
	
	
	Date :
	
	

	非含有保証書
	
	Company Name :
	
	Company 

	Warranty
	
	Issuing post :
	
	stamp

	
	
	Person in charge :
	
	


1. 対象製品名　:     　　　　　　　　　　　                      　　　　　　　　   
2. 下表Table.1の規制濃度・閾値につき納入時の保証を致します。
※意図的添加物質が含まれる場合、対象を削除（訂正線）お願い致します。
3. 対象物質の最新SDS及び、chemSHERPAを添付します。
4．安衛法、化管法、毒劇法、化審法に係わる物質の含有報告を下表Table.2にて致します。
5．規制対象物質以外、その他の公的規制を受ける物質、及び受けない物質の含有報告を下表Table２にて　　致します。
6．コンフリクトメタルにつき報告を以下の通り致します。
☐　コンフリクトメタル含有無し　　　☐　帳票CMRTを添付致します。
  Table.1　　RoHS １０物質非含有証明　　　　　　　　　　　　　　　　注４）
	化　学　物　質
Substance
	規制濃度・閾値Max permitted concentrations

(ppm)
	含有保証値Guaranteed upper limit
	測　定　結　果【Measured result】

	
	
	
	測定値Measured 
Value　ppm)
	測定日Measuring

 date
	定量下限
metering limit　(ppm)

	
	
	(ppm)
	
	
	

	(1)
	鉛【Lead】
	＜ 1,000
	
	
	
	

	(2)
	水銀【Mercury】 
	＜ 1,000
	
	
	
	

	(3)
	カドミウム【Cadmium】
	＜ 100
	
	
	
	

	(4) 
	六価クロム【Hexavalent chromium】
	＜ 1,000
	
	
	
	

	(4) A
	総クロム量【Total chromium】
	＜ 100
	―
	
	
	

	(5)
	ポリ臭化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ【PBB】
	＜ 1,000
	
	
	
	

	(6)
	ポリ臭化ﾋﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ【PBDE】
	＜ 1,000
	
	
	
	

	(5･6) A
	総臭素量【Total bromine】
	＜ 100
	―
	
	
	

	(7)
	ﾌﾀﾙ酸ジ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ【DEHP】
	＜ 1,000
	
	
	
	

	(8)
	ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ 【BBP】
	＜ 1,000
	
	
	
	

	(9)
	ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾞﾁﾙ【DBP】
	＜ 1,000
	
	
	
	

	(10)
	ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｲｿﾌﾞﾁﾙ【DIBP】
	＜ 1,000
	
	
	
	

	(11)
	ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ総量(4種)
【Total of phthalic acid 4 types】
	＜ 1,000
	
	
	
	


Table.2　　安衛法、化管法、毒劇法及び化審法　化学物質の含有量（ppm）、CAS No.
及び　その他公的規制を受ける物質、受けない物質の含有報告
	物質名
	含有量（ppm）
	CAS　No.
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注１）chemSHERPA　につきましては下記サイトＵＲＬよりご参照ください。
●アーティクルマネジメント推進協議会（JAMP：Joint Article Management Promotion-consortium）
chemSHERPAは製品に含有される化学物質情報を川上企業から川下企業までサプライチェーン全体で適正に運用するため、　　　日本の経済産業省主導でリリースされたデータ作成支援ツールです。
https://chemsherpa.net/aboutchemsherpa
注２）安衛法、化管法、毒劇法、化審法　につきましては下記サイトＵＲＬよりご参照ください。
●化学物質総合情報提供システム（CHRIP） 　
　　　http://www.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/srhInput
注３）帳票CMRT: Conflict Mineral Reporting Template
●紛争鉱物フリー推進イニシアチブ（RMI、旧CFSI）」
http://www.responsiblemineralsinitiative.org/reporting-templates/cmrt/
注４）測定　　※測定値は保証値ではありません。【※ The measured value is not a guaranteed value.】
・六価クロム化合物は、総クロムでの測定に変更可能。ただし、総クロムで100pmを超える場合は六価クロムを測定し報告を　お願い致します。
・PBB・PBDEは、総臭素としての測定に変更可能です。但し、総臭素で100ppmを超える場合はPBB・PBDEを測定し報告をお願い致します。
また、臭素系難燃剤・洗浄剤等の臭素系化合物についてはPBB・PBDEを測定し報告をお願い致します。
・測定結果は、製造、保管、輸送工程に変更がない場合、過去測定した記録を使用いたくこと頂くことに問題はありません。
ご不明な点は以下へお問合せお願い致します。
リケンテクノス株式会社
品質保証本部　レスポンシブル・ケア推進部
水野　裕之
TEL:03-5297-1634
E-mail：yasuyuki-mizuno@rikentechnos.co.jp
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お取引先様　各位
拝啓 貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引き立てをいただき、厚く御礼　　　申し上げます。
さて、製品の品質を確かなものにするにあたり、化学物質を管理することは重要な因子となっています。
お取引様　に置かれましては、化学物質管理の重要性をご理解いただき、下記化学物質調査、報告をお願い　申し上げます。
敬具
記
化　学　物　質　含　有　情　報　シート　　　　
1． RoHS指令の10物質について、納入時の保証をお願い致します。また、測定値のご報告をお願い致します。
　※Table.１　へ回答お願い致します。
2． SDS及び製品含有化学物質情報伝達スキームchemSHERPA（CI: preparation、mixture、AI: article）の提出をお願い致します。　注１）参照
3． 安衛法、化管法、毒劇法、化審法に係わる物質につき、含有量及びCAS No.ご開示をお願い致します。
　　　　注２）参照　　　※Table.２　へ回答お願い致します。
4． 含有物質報告をお願い致します。（樹脂、安定剤、充填剤等それぞれ報告でも、まとめ“その他”として　報告でも可能です。　尚、“その他”物質は、公的規制を受けない物質としてください。）
　※Table２　へ回答お願い致します。
5． コンフリクトメタルにつき報告をお願い致します。　注３）参照
※「コンフリクトメタル含有無し」と回答頂きました場合、帳票CMRTは不要です。
全ての製品（弊社原材料）につき、『化学物質含有　情報シート』の提出をお願い致します。


ご提出は本ページ（1/3）のみで結構です。








Company stamp









